第１号議案
令　和　6　年　度（第25期）事　業　活　動　報　告　書　
　

はじめに
令和6年度は前年度に続き、すべての部門で諸経費上昇の影響下での運営を余儀なくされました。加えて活動の根幹を成す利用者数の伸び悩みもあり、収益を圧迫する要因となりました。
　このような状況を受けて通信機器契約の見直しや土地賃貸契約の一部減免依頼等の諸経費削減を図り、収益力向上に努めました。
　以下、部門ごとに１年を振り返ります。
機関会議関係
（１）総　会
　・令和6年度通常総会　6年6月14日（金） 大東地域交流センター
　　構成会員数　77名　　出席会員数　45名　委任状出席　29名
　　議　題　令和5年度事業活動、収支決算の報告
            役員の改選
　　　　　　令和6年度活動計画、収支予算案
　　　　　　いずれも賛成多数により可決

　
（２）理　事　会
　　　　第１回　令和6年6月4日(火)　　　18:00　～ 19:30　　於：デイサービスほっと
1 令和5年度収支決算報告
2 役員改選について
3 その他
　　　　第2回　令和6年6月14日(金)　　19:15　～　19:30    於：大東地区交流センター
　　　　　　①　理事長の選任について
（３）監　査　会

令和　6年5月24日（金）　　　於：ほっと大東
令和5年度決算についての監査
令和6度事業実績及び収支実績
　本年度の、全部門の受託料・処遇改善加算金等を含む総事業収入総額は,前年度実績を8,566千円下回る171,827千円となりました。これは報酬単価の高い「ゆけむりの里」の休止による減収、ならびに核となる通所介護事業の利用者や居宅介護支援事業所の取扱件数の伸び悩みに加えて、諸経費の高騰が要因となっています。ただし最終利益は経費削減効果によって▲4,770千円とはなりましたが、前年比14,686千円収支は改善されました。
(千円)

	項　目
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	総収入
	180,393
	171,827
	▲8,566

	最終利益
	▲19,456
	▲4,770
	14,686


Ⅰ．介護保険事業
１）　居宅介護支援事業
年間を通して介護支援専門員6名により対応、年間1,910名、前年（1,838名）比72名増の利用者に対しサービス提供を行い､結果、年間報酬額は31,123千円、前年（29,575千円）比1,548千円の報酬増となりました。一方、雲南広域連合、雲南市地域包括支援センターからの受託業務については、合計年間受託料は2,145千円、前年（1,245千円）比900千円増となり、居宅介護支援事業全体での総収入額は33,268千円、前年（30,820千円）比2,448千円の増収となりました。
	項　目
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	取扱件数(人)
	1,838
	1,910
	72

	年間報酬額(千円)
	29,575
	31,123
	1,548

	調査受託料(千円)
	1,245
	2,145
	900


２）　通所介護事業
期末月の実利用者は前年比6名増の78名（ほっと47名・新庄31名）で、年間延利用者数は「ほっと」が5,576名, 前年（4,396名）比1,180名の増加、「新庄」は4,286名、前年（4,720名）比434名減少のサービス提供となり、従って、介護報酬額も「ほっと」が50,184千円、前年（39,021千円）比11,163千円の増加、「新庄」は38,784千円,で前年（42,249千円）比3,465千円の減で、合計報酬額は89,968千円となり、前年（81,270千円）比8,698千円の増収となりました。期初に立てた目標、「ほっと」「新庄」ともに要介護の利用者1日平均20人に対しては、「ほっと」が16.5人、「新庄」が13.2人の実績でした。また年間を通しての稼働率は「ほっと」が73.0％、「新庄」が54.4％でした。 
	デイサービスほっと
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	3月実利用者数(人)
	38
	47
	9

	年間延利用者数(人)
	4,396
	5,576
	1,180

	基本報酬額(千円)
	39,021
	50,184
	11,163


	デイサービス新庄
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	3月実利用者数(人)
	34
	31
	▲3

	年間延利用者数(人)
	4,720
	4,286
	▲434

	基本報酬額(千円)
	42,249
	38,784
	▲3,465


参考
　　　令和6年1月末で営業休止
	ゆけむりの里
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	1月実利用者数(人)
	6
	0
	▲6

	年間延利用者数(人)
	1,077
	0
	▲1,077

	基本報酬額(千円)
	14,542
	0
	▲14,542


	デイサービス2施設
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	3月実利用者数(人)
	72
	78
	6

	年間延利用者数(人)
	10,250
	9,862
	▲388

	基本報酬額(千円)
	95,812
	89,968
	▲5,814


３）　予防通所介護事業
期末月の実利用者は、ほっとは12名・新庄は10名、年間延利用者は「ほっと」が1,148名、前年（1,552名）比404名の減、一方、新庄は758名で、前年（749名）比9名の増となりました。  
年間報酬額は「ほっと」が6,330千円、前年（8,137千円）比1,807千円の減収となりました。「新庄」は、3,652千円、前年（3,688千円）比36千円の減収となりました。合計報酬額は9,982千円となり、前年（11,825千円）比1,843千円の減収となりました。
	予防　ほっと
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	3月実利用者数(人)
	21
	12
	▲8

	年間延利用者数(人)
	1,552
	1,148
	▲404

	基本報酬額(千円)
	8,137
	6,330
	▲1,807


	予防　新庄
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	3月実利用者数(人)
	9
	10
	1

	年間延利用者数(人)
	749
	758
	9

	基本報酬額(千円)
	3,688
	3,652
	▲36


これにより食費や処遇改善加算金を含めた通所介護の総収入額は、「デイサービスほっと」が66,233千円、前年(54,488千円)比11,745千円の増、「デイサービス新庄」は50,849千円で前年(52,937千円)比2,088千円の減収となりましたが、通所介護合計では前年比9,657千円の増収となりました。
	通所総収入
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	デイサービスほっと
	54,488
	66,233
	11,745

	デイサービス新庄
	52,937
	50,849
	▲2,088

	合　計
	107,425
	117,,082
	9,657


参考　（通所介護＋予防通所）　カッコ内は昨年の数字
　　１日当り平均利用者　～　「デイほっと」21.9人(21.0)　「デイ新庄」16.3人(19.2)
稼　働　率　　　　　～　「デイほっと」73.0％(70.0)　 「デイ新庄」54.4％(64.5)
期末月平均介護度　　～　「デイほっと」2.0  (2.1)　　  「デイ新庄」2.2  (2.1)
　
Ⅱ.　雲南市の総合事業　「サロンほっと」

雲南市の委託を受け年間49回開催。
年度末利用者は12名、延べ565名の参加（前年比59名の減）を得て行いました。利用者1人当たりの受託料が月額13,880円から14,930円と引き上げられたこと、また食費の値上げもあって、利用者の減少はあるものの総収入額は前年比103千円増の2,690千円となりました。
	サロンほっと
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	営業回数(回)
	50
	49
	▲1

	年間延利用者数(人)
	624
	565
	▲59

	総収入額(千円)
	2,587
	2,690
	103


Ⅲ．その他の事業
１）　ミニデイサービス
毎週金曜日に開催し、年間の開催は49回。令和5年11月からの食費の値上げに伴い収入額は微増となりました。
	ミニデイサービス
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	営業回数(回)
	47
	49
	2

	年間延利用者数(人)
	622
	593
	▲29

	総収入額(千円)
	842
	856
	14


２）　福祉有償移送サービス　　
近年雲南市内に介護タクシー業者が相次いで開業されたことにより、出動回数は毎年減少しています。年間出動回数は、73回、前年（165回）比92回の減となり、運行寄付収入額は128千円、前年比21千円の減収となりました。
尚、平成18年9月、市の運営協議会の承認を得、更に陸運局の登録を行い、翌10月より本格的に活動以来、今日までの総出動回数は、14,446回、走行距離は133,726ｋｍとなっております。この間、無事故、無違反での実績は、何にも変えがたい大きな誇りであり、改めて感謝申し上げます。
また令和6年3月末の島根県内タクシー料金の値上げを受けて、運営協議会に当社の料金改定を申請し、協議会構成員の承認が得られたため令和6年6月より1㎞当り150円であった料金を、同300円に改定しました。

	福祉有償移送サービス
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	運行回数(回)
	165
	73
	▲92

	総収入額(千円)
	149
	129
	▲20


３）　助け合い活動
通院介助、付添、掃除、食事の世話等のサービスを行い、その収入額は、前年より微増の年間170千円(前年143千円)となりました。
４）　子育て支援部門　　　　　
①　雲南市の放課後児童対策事業「ちゃれんじクラブ」
町内２つの小学校から年間延利用者は9,648名、前年（10,431名）比 783名減の参加でした。利用料は、前年比99千円増の1,209千円となり、受託料14,910千円を含めた総収入額は前年度比984千円減の16,119千円となりました。
	ちゃれんじクラブ
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	年間延利用者数(人)
	1,0431
	9,648
	▲783

	総収入額(千円)
	17,103
	16,119
	▲984


2 　預かり保育（認定子ども園児）
平成２９年度より、大東幼稚園が認定子ども園に移行されたことに伴い、その補完業務として取り組んでおりますが、年間の利用者は延べ 15名(前年9名)利用料も19千円止まりでした。
以上、事業収入全体では、前年比6,893千円減の170,505千円となりました。
事業収入以外の収入では、会費99千円、寄付金100千円、補助金371千円、雑収入752千円を計上、総収入額は前年比8,566千円減の171,827千円となりました。　　　　　　　　
　一方、支出面では、人件費が前年比21,797千円減の133,642千円、その他の経費は前年比
1,462千円減の42,394千円で、経費全体では前年比23,260千円減の176,036千円と削減に努め
ましたが、事業収支差額は▲4,209千円、事業外収入支出を差引した最終収益金は▲4,770円と
昨年に続き赤字となりましたが、償却前利益は▲2,065円と前年の大幅な赤字からは改善が見ら
れました。
　過去にはその基本報酬額の高さで介護事業を支えていた認知症対応型通所介護事業所「ゆけむ
りの里」を、利用者の低迷や職員配置基準の厳しさからやむなく令和6年2月から営業を休止し
ました。昨年度はこのカバーを利用者の増加という量で補うことができず、かろうじて人件費を
中心とした経費の削減で何とか最小限の赤字にとどめたという見方ができます。
	収入の部
	令和5年度
	令和6年度
	前年比較

	事業収入
	177,398
	170,505
	▲6,893

	その他収入
	2,995
	1,322
	▲1,673

	総収入(A)
	180,393
	171,827
	▲8,566

	支出の部
	―
	―
	―

	人件費(B)
	155,439
	133,642
	▲21,797

	人件費比率(B)／(A)
	86.1%
	77.7%
	▲8.4%

	一般経費
	43,856
	42,394
	▲1,462

	最終利益
	▲19,456
	▲4,770
	14,686


